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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月29日(2016.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者の操作に応じて遊技球を発射する発射手段と、
　該発射手段によって発射された遊技球が打ち込まれる遊技領域と、
　該遊技領域に設けられて、遊技球の入球可能な開放状態と遊技球の入球困難な閉塞状態
とに変化可能な可変入球口と、
　該可変入球口を前記開放状態に制御する開放条件が成立するか否かを抽選する開放抽選
手段と、
　前記可変入球口への遊技球の入球を規制するように前記可変入球口の上方に設けられ、
その上面に遊技球を転動させて端部から流下させる通路部材と、を備え、
　該通路部材の端部から流下する遊技球が前記開放状態に変化している前記可変入球口に
入球し得るように前記通路部材と前記可変入球口とを配置する
ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は上記の実状に鑑み、遊技興趣の低下を抑止可能な遊技機を提供することを目的
とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために請求項１に係る発明においては、遊技者の操作に応じて遊技
球を発射する発射手段と、
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　該発射手段によって発射された遊技球が打ち込まれる遊技領域と、
　該遊技領域に設けられて、遊技球の入球可能な開放状態と遊技球の入球困難な閉塞状態
とに変化可能な可変入球口（本例では大入賞口２１０３が相当するものであるが、遊技球
の入球可能な開放状態と遊技球の入球困難な閉塞状態とに変化可能な入賞口であればこれ
に限定されるものではない）と、
　該可変入球口を前記開放状態に制御する開放条件が成立する（大当り遊技状態の当落に
ついての抽選処理の結果として大当りに当選したこと、及び小当り遊技状態（大当り遊技
状態と同様に大入賞口２１０３を開閉制御するものであって前後で遊技状態に変化を与え
ないもの）の当落についての抽選処理の結果として小当りに当選したこと）か否かを抽選
する開放抽選手段と、
　前記可変入球口への遊技球の入球を規制するように前記可変入球口の上方に設けられ、
その上面に遊技球を転動させて端部から流下させる通路部材と、を備え、
　該通路部材の端部から流下する遊技球が前記開放状態に変化している前記可変入球口に
入球し得るように前記通路部材と前記可変入球口とを配置する
ことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　このように、本発明によれば、遊技興趣の低下を抑止可能である。
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